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これからも、地域の子どもを見守りたい！

2007年の61歳の時に、当時の自治会長から頼みこまれて、
民生委員に任命され、同時に福祉会に入会しました。民生委
員になった時は、地域の事は全く知らず 、白紙状態。福祉会
の人も知らないし、初めは見ているだけでした。6年後に副会
長になり、半年後に、福祉会を運営することになりました。
当初は、毎月の活動は子育てサロンのみで、年間ではチャリ
ティーバザーやむつみ幼稚園の剪定、自治会への協力が主な
活動でした。活動を重ねるうち、必要性を感じて新たに体操
会（H25年～）とふれあいカフェ （H28年～）を始めました 。

各行事に参加した皆さんの笑顔が忘れられません。特に、
子育てサロンが一番印象的 です。自分が福祉会に入る
1年前から開始した活動ですが、立ち上げた経緯が、若
いお母さん達の「地域になかなか馴染めない」「育児ノ
イローゼになってしまう」「子ども達の遊びの場がな
い」というような悩みを聞いたことからでした。少しで
も私たちが手助けになれば と、継続してきました。

一番印象に残っている出来事は？

いかに楽しくやれるかが僕らの役目。
若い時は、考えていなかったけれど、
経験して分かってきました。

活動に変化があったきっかけは？

子育てサロンでは、季節の飾りづくりやおはなし会の皆さん
による読み聞かせなどをしていました。コロナ前は最大15
組の参加がありましたが、最近では、0～2組と減少傾向
に・・・。活動を模索する中で地域の話し合いの場に参加し、
暫金時隊の人員不足との情報があったことから、子育てサロ
ンはふれあいカフェと統合し、今後は総会で承認後に小学生
の下校の見守り活動に参加することにしました。
今までは子育てサロンに来るのを待っていましたが、これか
らは子どもがいる所に行く ことにしました。

令和7年度まで和田河原地域福祉会の会長としてご活躍された
三橋さんですが、令和 8年度からバトンを次の会長に渡されました。
新会長の遠藤時彦さんから今後の活動に向けて一言いただきました。

三橋さんが福祉会に関わるようになったのはいつから？

初めてのふれあいカフェ

子育てサロンでの七夕飾り作り

子どもに接すると自分たちも元気になります。
幼児から高齢者まで皆でつながり、笑顔で
暮らせる地域にしたいです。

毎月欠かさず開催していた子育てサロン。共働きの時代となり、段々
と参加者が減少。「これからも子どもの成長を見守りたい・・・」
そんな思いを活動の場を変えることで実現しようとしている和田河原
地域福祉会の三橋さんにお話を伺いました。

三橋さん、
お疲れ様でした！
遠藤さん、
よろしくお願いします！

三橋 和美さん

和田河原地域福祉会

和田河原に暮らしてから少しずつ地域の方々とのつながりのつぼ
みができました。このつぼみが、地域福祉会の活動を通してより
大きく開花し、愉しいふれあいの場となってくれればと思います。
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＃縁側みなみ ＃毎年の恒例行事

＃今年は雨模様 ＃来年も一緒にね

＃雨坪 ＃寿楽会 ＃花見の宴

＃会員の特技を生かした活動

＃お点前頂戴いたします

＜申込み先＞社協ボランティアセンター
TEL 0465 -72 -2299 FAX 0465 -74 -3276

今年は、 桜が市内各地で綺麗に咲いていました 。
今回は、 桜にちなんだ活動を行った団体や地域にました 。

＃地蔵堂 ＃今年も満開

＃花より団子よりおしゃべり

Q福祉会として活動する際に心がけていたことは？
無理のない範囲で活動を継続していくことを心がけていました。
活動をしていくうえで、一番は「自分自身が楽しむこと」を忘れ
ないようにしています。

ボランティア養成講座 災害研修会
～災害が起こるということ～

災害ボランティアと災害ボランティアセンター今回の講座では、車いすの方の生活・車いすの操作方法や、
通院時やボランティア活動時に必要な聞く力（傾聴）に
ついても学んでいただけます。 被災地支援の経験がある講師から、災害に

ついての基本知識と災害ボランティアについ
て学びます。

三竹ふれあいの会

地域福祉会としては休会となりますが、ふれあいの会としては残りますので、気の合う仲間
たちと集まり、無理のない範囲で地域の皆さんのサポートができればと考えています。

Q三竹地域の魅力は？
三竹と言う地域性、小さい地域だからこそ住民同士の結束力が
強いところが魅力。そのおかげもあって、福祉会でも役員の
メンバーに恵まれ、研修会やおはなし会等の活動に力を入れる
ことが出来ました。

Q福祉会の活動での思い出は？
長生会（老人会）との共催で実施した初めてのカーレットでは、
皆さんが真剣な眼差しで取り組み、楽しんでいた姿が印象に残っ
ています。そして、何事も食わず嫌いにならず、参加することの
大切さを感じました。

小澤公生 会長

三竹ふれあいの会休会に伴い、ふれあい食事会に伺い小澤会長に取材しました！

集まってお喋りできるのが楽しい！

おはなし会は大人にも人気！

皆で体操もしました！

①「車いすボランティア講座」
５月２７日（水）１３時３０分～１５時３０分

②「傾聴ボランティア講座」
６月３日（水）１３時３０分～１５時3０分

講 師：介護老人保健施設にじの丘足柄 職員
場 所：りんどう会館 ３階 大会議室
対 象：２日間とも参加できる方優先 手話通訳あり
定 員：２０名
費 用：無料
申込み：５月２０日（水）まで

６月２５日（木）１８時３０分～

２０時３０分
講 師： 災害ボランティアチームDARST

真壁賢一さん
場 所：りんどう会館 ３階大会議室
対 象：どなたでも 手話通訳あり
定 員：３０名
費 用：無料
申込み：６月１８日（木）まで
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